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騨“ 計画⑭鰹鬮
第3 章の r環境まち づ く り基本計画｣ では 、 前章の ｢環境まち づく り行動計画｣ と同様に 、

市民や市職員による検討結果の内容を反映 して 、 環境まち づ く り の基本的な方向性と施策を

明らかに します 。

大き く 5 つのテーマを掲げていますが 、 これは 、 市民参加による ｢環境まち づ く り市民会

議｣ と 、 市職員による ｢環境首都まちづ く り 研究会｣ が 5 つの部会に分かれて検討 した こ と

による ものです 。 討
尋

痴“誤
れ〃孕沈ん~れ

れふを

5 つのテーマを順に記していく と

｢も っ たいない部会｣ - ｢も っ たいない｣ の心を持つまちづ く り 、

rエコ ビジネス部会｣ -環境と ビジネスを結ぶまちづ く り 、

｢環境まちづ く り部会｣ -環境にこだわる地域づ く り 、

｢エコ生活部会｣ -環境に配慮した暮ら しづく り 、

｢環境教育部会｣ -感性や五感を活かした環境学習 、 とな り ます 。

( 環境に関係のある ) 市役所のプロ グラム ( 施策 ) を 5 つのテーマに分け 、 可能な限 り 具

体的に記 して 、 で きる ものから順に着手 していこ う とする ものです 。 中には 、 現時点では検

討 、 研究 しかできていないものの 、 場合によ っ ては近い将来実施可能な状況が整うかも しれ

ない と いう 内容も含まれています。

また 、 将来目標 (今回の計画では2020年 3 月 時点 ) をあら か じめ明確に し 、 その達成に向

けて 、 各々 が主体的に実践を重ねてい く プロセスは とても重要です 。

こ の こ とから もわかる よ う に 、 本計画に基づいて実施する水俣の ｢環境まち づ く り ｣ は単

なる環境施策の実施に と どま らず 、 住民自治や地域経営の実現を目指 します 。
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5つのテーマで構成され 、 それぞれに 3 項目のキーワー ドを掲げています。

各々 のキーワー ド について 、 目標年度 ( 20 1 9年度 ) における ｢未来予想図｣ ( 各テーマ に

応 じて描く水俣の将来像 ) を示 し 、 その達成に向けた具体的ブ□ グラム 、 事業名 、 所管課を

! 記 した後 、 事業実施の参考となる指標と数値目標を明らかに しま した 。

そのう えで 、 ブ□グラムの内容と施策についての説明を加えています。

なお 、 上位計画である市総合計画と の整合性の維持に努め 、 20 1 3年度に中間見直しを行う

こ と と します 。
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鋼 ) r毫舵』 轢も◎轢ない竃漸か ?

資源には限 り があ り ます 。 これから先も豊かな生活を営んでい く には 、 限 り ある資源を夫

切に しなければな り ません 。 私たちが取 り組んでいる ごみの分別 、 リ サイ クルはとても夫事

なこ とですが 、 その行為にも費用や資源が使われています 。

心だなものを買わない 、 持ち込まない 、 使わない 、 ごみを出さない 、 少 し面倒かも しれま

せんが 、 ち ょ っ とだけ立ち止ま り 、 身の回 り を見渡して 、 本当に必要なものか 、 むだなもの

はないかどう か 、 もう一度考えてみませんか。

【 20 1 9年度一蕪薬事煙図 1

◆エコでスマー トな生活

ごみと して捨てている ものに rも っ たいない｣ が隠されている 。 買い物に行っ てつい

つい買 っ て しま っ たもの 、 冷蔵庫の奥深く に収納 し賞味期限が切れて しま っ た食べ物な

ど… 。 買い物の と き余計なものを買わない 、 長 く 使える ものを選んで大切に使う 、 使 っ

た後はどうなるか考えてみるなど 、 一人ひ と り が環境に対する意識を持っている 。

そうする こ とでごみになる ものが減 り 、 エコでスマー ト な生活を実現している 。

◆地球にやさ し く 、 財布にもゆき しい生活

資源もエネルギーも限 り ある もの 。 今のままの使いかた 、 生活の仕方でいいのかをき

ちんと見直す 。 買わな く ていいものは買わない 。 使わなく て済むものは使わない 。 必要

なと きは最小限のエネル睾一や費用でできる方法を探してみる 。 唾人ひ と り のそう した

配慮が 、 資源やエネル羊一を長持ち させる こ と にな り 、 それは家庭での節約 、 つま り財

布にも優しい生活につながる 。
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【 ブ醐グラム1

①ごみの測量 ア . マイ マイ運動 ( マイ バッ グ 、 環境対策課

マイ箸持参運動 ) の促進

イ . ごみ減量女性連絡会議の 環境対策課

活動支援

ウ . ごみ減量に関する啓発事業 環境対策課 、

教育総務課 、

生涯学習課

工 . 事業所ごみの減量 環境対策課 、

商工観光振興室

②省エネル羊一 ビジ ョ ンの オ . 重点プロジェ ク ト の実施 環境対策課

実践

③レンタルの推進 力 . レ ンタル利用に関する情報 環境対策課、 企画課 、

発信 商工観光振興室

【参考となる指標1

No . 指 標 現状値 ( 2006 ) 中間目標 ( 20 1 3 ) 長期目標 ( 20 1 9 )

① ごみの排出量 8 , 8 7 9t 7 , 700t 6 , 700t

①
可燃ごみの中の資源ごみ

混入率
25 % 1 0 %

① マイバッ グ持参率 70% 90%

① エコシ ヨ ツ ブ認定店舗数 1 6店舗 20店舗 32店舗

②
家庭版lso ( エコ路人 ) 認定世帯

数
200世帯 600世帯

② エコ ･ ク ツ キンゲ教室 年 2 回 年 5 回

③
レンタル品等の情報発信 (ホーム

ページ等の掲載件数)
1 0件 20件
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ば ブ□グラムの内容 l

①こみの減量

水俣市は全国に先駆けてごみの高度分別を行っ ています。 しか しながら 、 排出ごみの

総量はなかなか減っ ていません 。 資源を大切に使う こ と は 、 まずむだな資源を使わない

という こ とです 。 本当に必要なものか 、 使 っ た後はどうなるのかを考え 、 消費者 、 事業

者の双方が環境に配慮した行動を と る よ うな地域社会を構築します 。

皿施 策

ア . 買い物をする と きはマイ バッ グを持参して レジ袋の削減に努め 、 タト食の と き

はマイ 箸を利用 して割 り箸を使わないなど 、 ごみになる ものを出さない 、 持

ち込まないライ フスタ イルを定着させる 。

イ . ごみ減量女性連絡会議の活動を支援し 、 ごみ減量のための啓発や事業を実施す

る 。

ウ . あ ら ゆる世代で 、 ごみの減量について考え 、 行動する こ とができる よ うな啓

発事業を 、 学校 、 社会教育の場で実施する 。

工 . エ コ シ ヨ ツ プの認定店舗を増やすなど 、 事業所 ( 販売する側 ) においてもご

みを出さないシステムづ く り を展開する 。

②省エネル撃一 ビジョ ンの実践

水俣では日本の環境首都を目指 してこれまで様々な取 り組みを進めてきま した 。

また 、 省エネルギーに取 り組むため 、 2006年度に ｢水俣市地域省エネルギー ビジ ョ

ン｣ を策定 していますが 、 この中の重点プロジェ ク ト を推進する こ とで 、 r も っ たいな

い｣ の考え方を広げ 、 実践 します 。

鬮施 策

オー① . 家庭版環境ISOの普及 ･ 拡大プロジェ ク ト

オー② . ｢も っ たいない行動｣ 、 ｢も っ たいない精神｣ 育成プロジェク ト

オー③ . 省エネルギー改修事業 ( ESCO事業 ) の導入プロジ ェ ク ト

オー④ ‘ 地場庫材 、 間伐材活用プロジェク ト

オ…⑤ . ク リ ー ンな交通手段の利用拡大プロジェ ク ト

③レンタルの推進

必要だけど短期間 しか使わない 、 使う と きだけあればいい 、 使い終わっ た後まだ使用

できるのに必要がなく なっ て しまう 。 そう したものは 、 購入しなく ても 、 借 り て済ませ

る こ とができるのではないで し ょ うが。

様々 なものの貸し出 し !情報などを整備 ･ 発信 し 、 買わずに済む 、 処分に困らない 、 ご

みにならない仕組みをつ く り ます 。

鬮施 策

力 . レ ンタル可能な品目の情報を収集 し 、 公共施設 、 ホームページ等で発信す

る 。
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自分には必要ないものに思えても 、 捨てて しま う にはも ったいない。 こんなと きは 、 他に

使いみちがないが考えてみる こ と も大切です 。

少 し工夫 したら別の使い方があっ た り 、 自分以タトで必要と している人がいるかも しれませ

ん 。 ものを長く 使い 、 捨てる ものを減ら します。 一人ひと り の工夫とアイ デアで 、 ｢ も っ た

いない｣ の輪を地域全体に広げます 。

【 20 ,9年鷹一未来予想図 1

◆ものがつなぐ人と人 ( リサイ クルによ るふれあい拠点づく り )

家庭な どで不要になっ たものを 、 必要 と している 人に譲る場がある 。 ものを介 して 、

様々 なコ ミ ュニケーシ ョ ンが生まれ 、 アイ デアや活動が広がる 。 物質的な豊かさだけで

はない 、 き･れあいのあるやさ しいまちづ く り が実践されている 。

◆豊かな緑

水俣に増えてきた遊休地や耕作をあきら めて しま っ た田畑を農業をや っ てみたい人に

貸した り 、 学校での体験学習の場に活用 した り 、 土地の保全 ･ 景観保全を応援して く れ

る人 、 手伝って く れる人がいる 。

豊かな大地の恵みを絶やさず、 緑の保全活動を通 じた交流が生まれている 。 新規棘農

書が増加 し 、 地産地消が進んでいる 。

◆豊かな氷

水俣には現在豊かできれいな水があるが 、 これは決して無限ではない 。

今後も 、 この恵みを享受してい く ためには 、 色々工夫 してい く こ とが必要になる 。 雨

水の利用や漏水の防止を進める と と もに 、 豊かな水を育んでい く 方法を皆で考え 、 取 り

組んでいる 。
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K ヲ醐グラム 】

①ものがつなぐ人と人 ヲ ‐ も っ たいないボツ ク ズあ 環境対策課
設置

イ . リ サイ クルによるふれあい 環境対策課、

拠点の設置支援 商工観光振興室

ウ . 空き店舗の有効活用と 商工観光振興室 、

その支援 環境対策課

②豊かな緑 工 . 休耕田の活用 農林水産振興室

オ . 地産地消の推進 農林水産振興室

③豊かな水 力 . 雨水利用 環境対策課 、 下水道課

キ . 漏水防止 ･ 節水対策 水道局

【参考となる指標 】

No . 指 標 現状値 ( 2006 ) 中間目標 ( 20 1 3 ) 長期目標 ( 20 1 9 )

①
も っ たいないボッ ク スの利用

件数
50件 1 00件

①
リ サイ クルによるき･れあい拠

点の設置
し

1 箇所 2箇所

② 市民農園の設置 0 1 箇所 2 箇所

② 直売所 ･ 加工所数 6 箇所 ･ 1 1 箇所 7 箇所 ･ 1 1 箇所 8 箇所 苺 2箇所

③ 雨水利用の促進 2 件 5 件

③
家庭での漏水防止 ･ 節水対策

に関する情報提供

ホームペー ジ 1 件 、

パ ン フ レ ッ ト 年 1 回

全戸配付

ホームペー ジ 降等 、

パ ン フ レ ッ ト 年 1 回

全戸配付

ホームペー ジ 1 件 、

パ ン フ レ ッ ト 年 1 回

全戸配付
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電 ヲ亘グラムの内薔1

①ものがつなく人と人

生活用品等を リ ユース ･ リ サイ クルするための情報交換の場を試験的に市役所内に設

置します 。 今後 、 さ ら に リ ユースへの関心を高め活用促進を図るために 、 システムを充

実 していきます 。 市民や市民団体が自分たちで 、 フ リ ーマーケ ッ ト を行っ た り 、 リ ユー

ス ･ リ サイ ク ルに関する イ ベン ト や教室な どを開催できる よ う な場を提供 した り し て 、

支援を行います。

圏施 策

ア . ｢ も っ たいないボッ ク ス｣ の設置と利用促進

イ . 市民協働による リ サイ クルシ ョ ッ プ等の立ち上げの支援

ウ . リ サイ クル活動等を通じた交流拠点設置のために空き店舗の活用を図る 。

②豊わ、な録

水俣においては 、 休耕田などが増加 しています 。 それらの土地を市民農園と して貸 し

出 した り 、 体験学習の場と して利用 した り します 。 また 、 直売所や加工所の活動を支援

する こ とで 、 市民に地域の農水産物 、 地産地消への関心を持っ てもら う こ と と します 。

鬮施 策

工 . 休耕田を市民農園や学校の体験学習の場と して活用する 。

オ . 直売所や加工所の活動を支援し 、 地産地消の推進を図る 。

③豊かな水

水俣は 、 水俣川の源流から河口域までを 1 つの市で完結する まちです 。 こ こ では 、 豊

富な水資源によ り安定 した市民生活が営まれています 。 ただ し 、 異常気象等に伴う少雨

による渇水な どが発生しない と は言い切れず 、 こ の資源は無限と いう こ とではあ り ませ

ん 。

したがっ て 、 水に関する啓発や情報発信を活発に行う こ とで 、 今ある水資源に関心を

持っ てもら う と と もに 、 有効活用を促進します 。

圏施 策

力 . 公共施設における雨水利用設備の設置と併せて 、 学校等に雨水タ ンクの設置

を促進するなど して 、 雨水利用の啓発と促進を図る 。

キ . パンフ レ ッ ト 、 ホームページ等を活用 して 、 漏水防止や早期発見 、 対処方法

など上手な水道の使い方 ( 節水対策 ) についての情報を提供 し 、 家庭におけ

る支出削減と エネルギーの抑制 、 水循環への貢献を促す 。
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( ◎ 》 形を変えてもう㈱鷹

どんなに大事に使っ ても 、 ど う しても捨てなければならないものは出てきます 。 そんなと

きは 、 形を変えて再度利用できる よ う になる こ とを考えて 、 排出する こ とが大切です 。

単に燃やす 、 埋め立てる ごみと してではな く 、 きちん と分別 して 、 可能な限 り資源と して

捉え 、 最後まで r使う J と いう意識が大切です 。 限 り ある資源を大切に使うために 、 これま

で取 り組んできたごみの分別活動の拡充を目指します 。

【 20 1 9年度一未来事孃図 1

◆ごみ分別の徹底

紙ごみの分別を徹底し 、 必要に応 じて新たな分別項目が加わっ ている 。

リ サイ クル率の上昇 、 燃やすごみ ･ 埋め立てごみの減少が図られている 。

◆エコタ ウンの活性化

環境関連企業の誘致促進が図られている 。 水俣で排出されたごみは全て域内で処理 ･

リ サイ クルできる よ う にな っ ている 。 そ してこの活動が地元での雇用を創出 し 、 地域が

活性化している 。

【 ブ□グラム 】

①ごみ分別の徹底

②エコタ ウンの活性化

ア . ごみ分別の徹底のための

啓発

イ . 新規分別項目の検討

( レア メ タルなど )

ウ . 廃油回収システムの検討

工 . 用地整備

オ . 企業誘致

環境対策課 、 教育総務課 、

生涯学習課

環境対策課 、

商工観光振興室

環境対策課

商工観光振興室

商工観光振興室
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【参考≧なる指標1

No 指 標 現状値 ( 2006 ) 中間目標 ( 20 t 3 ) 長期目標 ( 20 1 9 )

① ごみの排出量 8 , 879t 7 , 7 00t 6 , 7 00t

① 啓発事叢裏朧回数 1 7回 20回 25回

① 可燃ごみの中の資源ごみ混入率
25% 1 0 %

② エコ タ ウン立地金蜜郵 8 社 - 9 社 1 0社
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【 ブ□グラムの内舂1

①ごみ分別の徹底

水俣では、 全国に先駆けてごみの高度分別を行っ てきま したが 、 ごみの総量はなかな

か減り ません。 現在 、 燃やすごみ 、 埋め立て ･ 破砕ごみと して排出されている ものの中

にも 、 資源と して利用できる ものが混入 しています。 これらを 、 資源と して利用するた

めに 、 啓発事業を実施した り 、 新 しい分別項目やシステムを導入し 、 資源を最後まで利

用できる よ う に します 。

鬮施 策

ア . ごみ分別の徹底を図る ため 、 広報での周知 、 その他の方法で啓発事業を実施す

る 。

イ . 新規分別項目を検討し 、 埋め立てごみなどを減らす。

ウ , 資源利用の徹底と水環境の保全のために 、 廃油回収のシステム構築を検討す

る 。

②霊コタウンの活性化

水俣は 、 地域全体がエコ タウンです 。 水俣で出たごみは、 一 すべて水俣で リサイ クルで

きる システムを構築し 、 ごみゼ□を目指 します 。 その実現に向けて 、 環境関連企業の誘

致を促進するための基盤整備や補助金の検討を行います。

鬮施 策

工 . エコ タ ウンプラ ンによる産業団地等の整備促進

オ . 環境関連企業の誘致 ･ 助成金の検討を行う 。
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細 ) 環境と縄満の調和したま鰤づく り
　 　

水俣病を教訓 と して環境に配慮したまちづ く り を進める に当た り 、 水俣が持つ地域資源や

特性を十分に活かして 、 資源循環による環境と経済の両立に基づく持続可能な産業振興によ

り 、 調和のとれたまちづく り を進めていきます 。

【 20 T9年度一未来事態園 1

◆環境に配慮しつつ安心で安全なものづく り

水俣病と いう未曾有の産業公害を経験したまちだから こそ 、 その教訓を生かし 、 環境

に配慮しつつ安心で安全なものづく り が進んでいる 。 こ こでは 、 ｢環境マイ スター ｣ が

まち中で活躍している 。 また 、 市内の各店舗を対象とする環境配慮型の ｢エコシ ヨ ツ ブ｣

の認定が推進されている 。

◆循環型社会の構築

安心安全なものづく り を進めながら 、 ごみの分別と リ ユース ･ リ サイ クルがさら に進

んでいる 。 この取 り組みは ｢エコ タ ウンプラ ン ｣ の承認 、 さ ら には環境産業の立地に縞
22)

びついてきたが 、 これら を踏まえ 、 地域資源の循環と ｢ゼロエミ ッ シ ョ ン ｣ によ る 、 資

源循環型社会が構築されている 。

◆環境と経清の調和したまち

安心安全なものづ く り によ っ て 、 農産物等のブラ ン ド化が図られ 、 地産地消が進めら

れている 。 一方で資源循環による環境産業の立地や誘致が進み 、 環境 と経済の調和 した

まち づく り が進んでいる 。
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虻 ヲ圃グラム1

①安心安全なものづ く り

②資源循環のまちづ く り

③環境に配慮した店づく り

ア . 環境保全型農業と地産地溝

イ . 環境マ イ スタ ー制度の推進

ウ . 水俣エコ タ ウ ンの推進

工 . 地場企業の活性化支援

オ . 環境産業の創出

力 . エコシ ヨ ツ プ制度の推進

牛 . 環境にいい商店街づく り

農林水産振興室

環境対策課

商工観光振興室 、

みなまた環境テク ノ センタ ー

商工観光振興室 、

みなまた環境テク ノ センタ ー

商工観光振興室 、

みなまた環境テク ノ センタ ー

環境対策課

商工観光振興室
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( 産業団地内の環境関連企業 )

【参考となる指標と轍値目標1

No . 指 標 現状値 ( 2006 ) 中間目標 ( 20 1 3 ) 長期目標 ( 20 1 9 )

① 直売所 ･ 加工所数 6箇所 ' = 箇所 7箇所 ･ 門 箇所 8箇所 ･ 1 2箇所

① 環境マイ スター認定者数 25人 30人 35人

② エコ タ ウン立地企業数 8 社 9 社 1 0社

② エコ タ ウン企業による地元雇用者数 23 6人 280人 3 30人

③ エコシ ヨ ツ ブ認定店舗数 1 6店舗 20店舗 32店舗



虹 フ亘グラムの内容】

①嚢心疵傘なものづく り

水俣病を教訓 と して環境に配慮し 、 安心で安全なものづ く り を進める中で 、 博環境マ

イ スタ ー制度｣ の推進を図る と と もに 、 水俣の産品のブラ ン ド化を図 り ます 。 また 、 こ
23 )

れら の施策と r地産地;肖 ｣ を併せて実施する こ と によ り 、 食育やフ ー ドマイ レージの削

減に貢献します 。

圓施 策

ア . 環境に配慮した安心安全なものづ く り によ る水俣ブラン ドの確立 、 地産地消

の推進

イ . 環境マイ スタ ーによる ものづく り の艦進

②資源循環のまちづく り

環境と経済 、 さ ら に暮ら しが調和 した循環型社会の構築に向けて 、 200 1年に認証さ

れた水俣エコタ ウンプラ ンを推進していきます 。 産学官が主体的 、 有機的に連携 しなが

ら地場企業の支援と環境ビジネスの創出を図る と と もに 、 新たな環境産業の誘致を進め

ながら 、 資源の循環を進め地域経済の活性化を図 り ます 。

鬮施 簾

ウ . 水俣エコ タウンプランの推進による循環型社会の構築

工 . 地場企業の支援による地域経済の活性化

オ . 産学官の連携による新たな環境産業 ･ ビジネスの創出

③環境に配慮した店づく り

独自の基準によ り環境に配慮し 、 ユニークな取 り組みをする小売店舗を ｢エコ シ ヨ ツ

プ｣ に認定 し 、 内タトに発信 していきます 。 さら に 、 商店街と しての環境にいい取 り組み

を支援し 、 地域経済の活性化を図っ ていきます 。

鬮施 熊

力 . エコシ ヨ ツ プ制度の充実と認定店舗数の増加

牛 . 環境を意識した取 り組みを実践する r環境にいい商店街づく り ｣ による地域

経済の活性化

- 54-



《 2 ) 地鰔資源礎溝癒し寵水僕ら しい廉嚢

この分野では 、 地域の資源を見直 し 、 使いこなすこ とで 、 水俣ら しい産業づ く り を進める

こ とを目指 します 。

エコ タ ウンプランに基づき 、 これまで実践してきた リ ユース ･ リ サイ クル産業の充実を図

り ながら 、 従来は余剰物や廃棄物ときれてきたものに着目 し 、 新たな環境産業の掘 り起こ し

と ビジネス化を図 り 、 地域活性化につなげていきます 。

また 、 太陽光 、 風力や水力などの自然エネルギー 、 生物に由来するバイ オマスエネル圭一

等の新エネルギーの積極的活用を図 り 、 現在の化石資源依存型の暮ら しを見直します。

【 20 篭 9年膿一未来予想図 潟

◆地域資源の活用

私たちの身の回 り にある資源をもう一度見つめ直 し 、 その活用を進める こ とで 、 環境

に配慮した暮ら しを実践し 、 新たな環境産業の創出を図っ ている 。

◆自然砂生物に由来する ク リ ー ンなエネル奪一の活用

地域の特性を活かしたバイ オマスエネル羊一や自然エネルギーの積極的な活用で 、 化

石燃料に依存する暮ら しから 、 ク リ ー ンエネルギーによ る暮ら しへの転換が進んでいる 。

◎自然との共生が地域の元気を生み出艀まち

山の森林 、 海の海藻など自然環境の保全を行い 、 環境施策と農林水産業 、 観光産業を

結びつける こ とで 、 自然 と共生した元気のある まちを創造している 。

多為に多彩を籠キキそことテ
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K プログラム1

①地域資源の活用による環 ア . 資源ごみの分別 、 リ サイ ク 環境対策課 、

境産業創出 ルの推進 商工観光振興室 、

農林水産振興室

イ . バイ オマスエネル羊一の 農林水産振興室

研究開発

ウ . 新たな資源ごみの 環境対策課 、

リ サイ クル 商工観光振興室

②自然資源の保全と活用 工 , 自然エネルギーの活用促進 環境対策課 、

商工観光振興室

オ . 森林保全と育成 農林水産振興室

力 . 海藻の森構想の推進 農林水産振興室

③第 1 次産業と観光産業の 牛 . 薬自賛料理 と薬草園づく り 商工観光振興室、

連携 農林水産振興室

ク . 市民農園制度の創設 農林水産振興室 、

企画課

【参考となる指標と撒値目標1

No . 指 標 現状値 ( 2006 ) 中間目標 ( 20 1 3 ) 長期目標 ( 20 1 9 )

①

新たな分別項目の増加

( 小型電子機器類 、 廃油 、

剪定枝 ･ 草木類等 )

22分別

24分別

(小型電子機器類、

廃油 )

25分別

(剪定枝 ･ 草木類)

① 分別による リ サイ クル還元金 8 , 855千円
1 0 ,000千円 ( 十環

境関連事業の支援)

1 0 ,000千円 ( 十 環

境関連事業の支援)

① バイ オマスエネルギー活用のプラン ト 数

2

( し尿処理、 生

ごみ処理)

3

(竹類のバイ オ

エタ ノ ール化)

4

② 愛林館における植林面積 2 1 ha 26 . 2ha 3 1 . 4ha

② 海藻の養殖による収穫量 T O . 7 t I 6 . 8t 2 5 . 2 t

③ 観光入込客数 424 ,07 1 人 400 ,000人 520 , 000人

- 5 6 -



K ヲ□グラムの内轡1

①地域資源の活用による環境産稟創出

現在行っ ている ごみ分別の品目以タトに活用できる ｢資源｣ を見つけ出 し 、 市民協働に

よる分別活動を充実し 、 新たな り サイ クル産業の創出を図 り ます 。

圏施 策

ア . 市民による分別活動の充実と リ サイ クル産業の連携

イ . 竹類のバイ オエタ ノ ール化をは じめとするバイ オネルギーの調査研究と実用

化

ウ . 小型電子機器類に含まれる廃棄物 ( レア メ タル ) の リ サイ クル

②目燃資源の保食と活用

太陽光 、 風力など 、 自然エネル羊一の活用を模索し 、 化石燃料に依存する暮ら しから

脱却 し 、 ク リ ー ンエネルギーによる暮ら しへの転換を目指します 。

また 、 山間部の森林保全 、 海中における 月毎藻の森構想｣ を進め 、 自然保全と と もに

農林水産業の振興に努めます 。

薑施 策

工 . 太陽光 、 風力 、 水力等の自然エネル羊一の活用に関する調査研究及び実用化

オ . 様々な主体による森林保全活動 、 木質資源の刺活用

力 . 昆布 、 ワカ メなどの試験養殖 、 藻場再生等による r海藻の森構想｣ の推進と

市民の関わ り

③第 1 次産業と観光麓葉の連携

自然環境の保全を行いながら農林水産業や観光産業を結びつける こ とで 、 自然 と共生

しながら活力のある まちを目指 します 。

鬮施 策

芋 . 地元の山菜や薬草等の地域資源を活用 した薬自賛料理と薬草園づく り

ク . 遊休農地解消のための市民農園制度の創設

　　　 　
しノ ー三一 と し
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( 8 ) 環境ビジ衆ヌ◎》護麓化熾鬱嚢流●
蠣つく り に弛嚢

環境産業の活性化と新たなビジネスの掘 り起こ しによる起葉化を進める ため 、 産学官の交

流 ･ 連携を図 り 、 ネ ッ ト ワ ー クの構築を進めます 。

また 、 環境に関する教育 事肝傷を 目的 とする環境旅行の誘致 、 環境配慮型の観光を進め 、

プログラムの構築を図 り ます 。 これら を通 じて 、 交流人口の増加を図る こ と によ り 、 水俣内

外における人材 ( エコ路人 ) 育成を推進します 。

【 盆0 I 9年度一廉来事理図 1

◆ネッ ト ワークの売実

環境に関する産学官のネ ッ ト ワ ーク化が図られ 、 地域の実態を反映 した環境ビジネス

について活発な議論が交わされ 、 その実現による活気のある まち

◆多く の人々が環境を学びに訪れる

環境モデル都市である水俣に 、 様々 な実践を学びに国内外から多 く の人々が訪れ 、 市

民との交流が盛んに行われている まち

‐毒物物薙髪←諄劣勢影暮多言こそ｣ "セ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
( 市タトの人を交えた環境に関する勉強会 )
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【 ブ圃グラム 加

強化

ア . 異業種交流ネッ ト ワーク

イ . 大学等との連携

商工観光振興室 、

みなまた環境テク ノ センタ ー

企画課 、 商工観光振興室 、

農林水産振興室

②交流人口の増加 う . 研修プログラムの構築と

環境旅行の誘致,

工 . 自然環境 、 市民活動を結び

つけた観光産業の創出

オ . 村丸ごと生活博物館24)
力 . みなまた環境大学 、 環境塾

羊 . 海タトの視察研修の受け入れ

及び促進

教育総務課 、 生涯学習課 、

商工観光振興室 、

環境対策課

商工観光振興室 、 企画課

企画課 、 農林水産振興室

環境対策課 、

商工観光振興室

企画課 、 環境対策課
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【参考となる指標と数値目標 】

No . 指 標 現状値 ( 2006 ) 中間目標 ( 20 1 3 ) 長期目標 ( 20 1 9 )

① 連携大学数 ( 協定の締結等 ) l 校 4 校 7 校

② 環境修学旅行の受入生徒数 5 , 2 篝 5人 5 , 500人 5 , 500人

② 水俣病資料館の見学者数 47 , 1 7 2人 50 , 000人 50 , 000人

② 環境ク リ ー ンセ ンタ ーの視察受入数 ( 年間 ) 2 , 1 5 7人 2 , 500人 2 , 5 0n人

② 村丸ごと生活博物館の受入癩 ( 年間 ) 944人 1 , 050人 乱 し蓋 5 0人

② みなまた環境大学の受講者数 ( 累計 ) 200人 300人

② 環境塾の受講者数 ( 累計 ) 70人 1 00人

② J lCA研修者受入数 ( 累計 ) 6 3人 1 30人 I 70人



【 ヲ圓グラムの内密】

①環境醸窯ネッ ト ワークの踵化

水俣がこれまで進めてきた環境と経済の調和 した資源循環型社会の構築と 、 それに伴

う水俣エコ タ ウ ンプラ ンの推進を受け 、 環境関連企業の立地を図 り ます 。 今後さ ら に 、

みなまた環境テク ノ センタ ーを中核と して企業や大学とのネ ッ ト ワ ーク を構築し 、 地場

企業の育成を図 り ます 。

圏施 策

ア . 異業種交流ネッ ト ワ ークの機能強化と新規事業の創設

イ . 大学等との連携強化による環境産業の創出

②蕊流人口の増加

水俣における環境に関する取 り組みは 、 市民の環境配慮型の暮ら しの推進と意識の向

上に結びつき 、 様々 な産業分野の振興につなが り ます 。 これらの実践によ っ て 、 国内タト

の自治体等のモデルとなる こ とで 、 多 く の視察研修者を受け入れ 、 . 環境を切 り 口 と した

交流を推進します 。 内タトヘの情報発信を積極的に行い 、 交流人口の増加 と地域の活性化

を図 り ます 。

鬮施 策

ウ . 環境旅行 研修に関する教育プログラムの構築 ･ 受け皿整備

工 . 自然環境保全 、 その他市民活動をプログラムに取 り入れた観光産業づく り

オ . 村丸ごと生活博物館の推進と滞在型プログラムの検討

力 . みなまた環境大学の実施において 、 学校教育法上の大学の正規の単位となる

レベルの環境学習プログラムづ く り

キ . J ICA等海タトの視察研修受け入れと市民の国際交流の促進
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鋼 ) 水僕病◎檄訓を胸に

この分野は 、 第 1 次環境基本計画からの継続事項であるが 、 地域全体の課題と しての水俣

病 ( 問題 ) と共存 、 共生し 、 水俣病の犠牲が無駄にならないよ うな環境まちづ く り を進めて

いきます 。

多彩疼テラた子
【 20 1 9年度一末葉予想図 】

◆こ こう

水俣病で尊い犠牲になっ た人たち に祈 り を捧げ 、 残された被害者や家族の苦しみ と立

場を認め 、 分かち合う まちづ く り 。

こ う した r こ こ ろ ｣ を持つ市民が住むまち は 、 やさ しさに満ち あふれたまち になる は

ず… 。

そ して 、 社会的公正が確保された強いまち になる 。

◆福祉

2 l世紀の人間社会を支える主要な課題は 、 福祉 と環境である 。 水俣において この 2

つを結びつけるのは ｢水俣病｣ である 。

水俣病の被害に遭われた人たち ( 社会的に弱い立場にある人たち ) と共に暮ら し 、 支

え合う地域生活を周辺領域の協力を得ながら築き 、 それを高齢者や陣がい者等を対象 と

する地域福祉にも活用 してい く 。

e環境にこだわコ たまちづく り

水俣病を体験したこのまち に住む誰もが 、 エコ路人 ( 環境配慮型の暮ら しを心がける

人 ) 。 こ こ では誰もが環境にこだわ っ た生活を送 り 、 市全体 、 いたる と こ ろ で環境まち

づ く り が実践されている 。

　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　　 　

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
　 　 　 　　 　　　 　　 　 　 　 　

　 　　 　　 　　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　
　 　 　　 　 　 　 　 　

-/字 -- セ ー レレル ー テ ナ ー- - ′ -
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虻 ブ亘グラム1

①祈 り を捧げ、 忘れない ア . 水俣病犠牲者慰霊式 水俣病犠牲者慰霊式実行

委員会 ( 環境対策課 )

イ . 火のまつ り 火のまつ り実行委員会

( 環境対策課 )

②水俣病の体験を後世に

伝える

③誰もが安心 して暮らせる

環境づく り

④環境を壊さない、 環境を

守る まち づ く り

ウ . 水俣病資料館の活動充実 水俣病資料館

工 . 水俣病被害者と地域を結ぶ 環境対策課

牙 . 地域福祉の展開 福祉課

力 . 災害対策 ( 地域防災 ) 総務課

中 . 水俣川水域の環境保全 環境対策課

ク . 地球温暖化対策 環境対策課

【参考となる指標と檄値目標1

No . 指 標 現状値 ( 2006 ) 中間目標 ( 20 1 3 ) 長期目標 ( 2 0 1 9 )

① 水俣病犠牲者慰霊式出席者数 1 , 300人 700人 700人

① 火のまつ り参加者数 600人

300人

( 内容の充実、 市

民の関わ り )

300人

(内容の充実、 市

民の関わ り )

② 水俣病資料館来館者数 47 , l 7 2人

50 , 000人

(入館者の階層の

広が り )

50 , 000人

(入館者の階層の

広が り )

③ 水俣病患者 と瞳がい者の相互利用施設
1 箇所

(通所授産施設)

2 箇所

(小規模多機能施

設等)

3 箇所

(小規模多機能 ･

就労支援施設等)

③ 公共施設のバ リ アフ リ ー化 ‐ 3 箇所
建設 ･ 整備に合わ

せ随時増加

建設 ･ 整備に合わ

せ随時増加

④
海と川のク リ ーンア ッ プ実施箇

所数 ･ 参加人数
1 1 箇所 ･ 56 6人 1 3箇所 ･ 700人 1 5箇所 ･ 800人

④
市役所等における二酸化炭素排出量 ･

対2005年度tヒ

6 ,05 5 ,09 6 kg ･

9 7 . 0 %

5 , 742 , 02 9 kg ･

9 2 . 0%

5 , 6 1 7 , 20 2kg ･

90 . 0 %
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虻 ブ醐グラムの内容 1

①折 り を捧げ、 忘れない

水俣では 、 毎年 5 月 1 目 、 r水俣病犠牲者慰霊式｣ が行われています 。 1 956年のこ

の日 、 水俣病が公式に確認されま した 。 水俣に住む私たち に と っ て忘れる こ とのできな

い目であ り 、 水俣病の犠牲とな っ た全ての生命に祈 り を捧げる と と もに 、 地域と環境の

再生を誓います 。 また 、 同様の趣旨で秋彼岸の前後に住民主体で開催される ｢火のまつ

り ｣ の支援を行います 。

慰霊式と火のまつ り の場において 、 様々 な立場 、 考えの人々が一堂に会し 、 慰霊と地

域再生の憩いを共有する空間を創出 します ( 前頁の表で水俣病犠牲者慰霊式及び火のま

つ り の基準年度 ( 2006年度 ) の出席者等の数値が突出 しているのは 、 水俣病公式確認

50年事業と して開催されたこ と によ る もので 、 通常年度はそれぞれ600人 、 200人 とな

っ ている ) 。

圏施 策

ア . ｢水俣病犠牲者慰霊式｣ の裏施 、 多様な人の参列

イ . 住民主体で手づく り による ｢火のまつ り ｣ の実施を支援

②水僕病の体顕を後世に伝える

水俣病の体験を し っか り と後世に伝え裔 こ とで 、 こ のよ う な悲劇が 2 度 と繰 り 返きれ

る こ とのないよ う世界に警鐘を鳴ら し続けます 。 そ して 、 私たち は珍璽度 、 立ち止ま り 、

生活の中で ｢豊かさ｣ と ｢環境｣ の関係を見つめ直し 、 真の豊かさを追求 します 。

圓施 策

ウー① . 水俣病資料館において 、 年間テーマを定めて企画展示等を実施

ウー② . 水俣病資料館における資料収集 、 パネル作成等の活動

③誰もが嚢心して暮らせる環境づく り

水俣病は公式確認から 50年以上経過 しま した 。 こ の こ と は 、 胎児性愚者等を含む健

康被害者やその介護を して来た人たちの高齢化を意味します 。

これらの人たちの生活の実情 、 支障 となる もの 、 不安 、 悩みなどを正確に把握 し 、 そ

の他の社会的に弱い立場の人たちを含む全ての人たちが地域の車で安心 して暮ら してい

ける環境を築きます 。

圓施 策

エー① . 水俣病被害者の要望等を正確に把握 し関係機関に伝えながら 、 地域と して水

俣病問題の早期全面解決を目指す 。

エー② . 水俣病被害者の地域生活の支援 、 地域住民等との交流促進

牙 . 水俣病患者 ･ 高齢者 ･ 障がい者の地域生活を支える地域福祉を実現する ため

の福祉サー ビスの充実

カ ー① . 地域防災計画に基づく 、 地域コ ミ ュニテ ィ を中心と した自主防災組織の活動

促進
25)

カ ー② . 熊本県浸水予想図に基づきハザー ドマ ッ プを作成し 、 情報を発信
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④環境を壤き構い 、 環境を守る まちづく り

水俣病は工場排水と いう ｢水J に起因する産業公害です 。 また 、 水俣は 、 水俣川の漂

流から河口域までを 筈 つの市で完結する まちです 。

そう考える なら ば r水｣ を 、 水俣の環境まちづく り におけるキーワー ド の 1 つ と して

捉える必要があ り ます 。

また 、 地域規模での環境破壊を体験し 、 長い間苦しんでいる水俣は 、 深刻化する地球

規模での温暖化対策に積極的に取 り組みます 。

水俣市民は 、 ｢地球規模で考え 、 地域で行動 ( Th i nk G loba=y , Act Loca=y ) ｣ し

ます 。

鬮施 熊

キ . 従来から実施してきた ｢海のク ーノ ー ンア ツ ブ作戦｣ を ri l I ｣ にも広げ 、 辱毎

と川のク リ ーンア ッ プ作戦｣ を展開

ク -① 。 市役所等が先行して取 り組むISOに基づ く ｢環境管理システム｣ の取 り組み

から様々 な ｢オ リ ジナルlso｣ を構築 し 、 各々 の立場で環境にやさ しい暮ら

しを営むこ と によ り 、 地域が一体となっ た具体的 ｢地球温暖化対策｣ を実践

ク ー② . 小 ･ 中学校版IS0 、 幼稚園 ･ 保育園版ISOに続く高校版ISOの創設
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輪騙鷹』 と r藁雛』 に謙 る元気づく り

この分野は 、 地域に今ある ものを資源と して見直し 、 使いこなし 、 地域内で循環させる こ

とで 、 地域とそこ に住む人たちを元気こする こ とを目的 と しています 。

地域に存在する全てのものの共生を目指し 、 持続可能な地域社会を築きます 。

【 盆0 1 9年鹿‐来兼予想園 】

◆地域資源の活用

私たちの身の回 り にある ものを 、 もう一度見つめ直し 、 大切に してい く 。 そ して 、 少

しだけ磨きをかけて活用する とそれは地域の財産になる 。 地域資源を活用する まちづ く

り は 、 環境共生型のまちづ く り をも達成する 。

◆人材の循環

地域資源には 、 人的資源も含まれる 。 水俣には数多 く の ｢資源｣ と しての ｢人｣ が存

在する 。 人も地域の申で循環 し 、 活用される こ とで社会的意義を見出 し 、 一段と輝きを

増す 。

今生き生き水俣

地域の中で地域資源と人が循環 し 、 様々 な共生が図られる とその地域は活気付いてい

く はず… 。 多様な主体による環境まち づ く り 、 顔の見える人と人との関係性の構築によ

っ て 、 人も環境も元気な地域社会が築かれる 。

- 6 5 -



虹 ヲ亘グラム1

①地域資源を活力、す ア . 自治会活動の活性化 企画課

イ . 寄う会の活動支援 生涯学習課

ウ . 村丸ごと生活博物館 企画課

工 . 給食畑 農林水産振興室
26)

オ . 環境ミ ュ ージアム構想 企画課

　　 　 　 　 　 　 　 　 　

　 　 　 　 　 　　　
　 　 　 　 　 　 　 　　

　　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　　　　 　 　　

　 　 　 　 　 　 　 　　

　 　 　 　　 　 　 　 　 　 　　　 　

　 　 　 　　 　　 　　 　　
　 　 　 　　 　 　 　 　 　 　 　　

　 　 　 　 　　　 　 　 　 　　　　 　 　

③人も環境も元気な ク

まちづ く り

②人材の循環と活用 力 . 人材マ ッ プの整備と活用 生涯学習課

葦 . 環境まち づ く り の担い季 環境対策課 、 生涯学習課 、

育成 商工観光振興室

ク . 交流拠点 ･ 情報交換の場づ 企画課 、 生涯学習課 、

く り 商工観光振興室

ケ . 環境まちづく り支援 (顕彰 ) 環境対策課

制度

コ , 人 と環境の折 り 合いのある 環境対策課

まちづ く り

【参考となる指標と轍値目標 1

No . 指 標 現状値 ( 2006 ) 中間目標 ( 20 1 3 ) 長期目標 ( 20 1 9 )

① 寄る会の環境まちづ く り 実施状況

- 事業、 30万円

( 寄ろ会 : 菜の花

プロ ジ ェ ク ト )

1 事業、 30万円

環境まちづ く り の

継続 (支援)

1 事業、 30万 円

環境まちづ く り の

継続 (支援)

① 村丸ごと生活博物館認定数 4

5

( 指定地区の

多様化)

6

( 指定地区の

多様化)

① 給食畑の実施状況

予算 : 6 万 9 千円

参加農家数 : 1 7

対象作物 : 8品 目

予算 : 5 万円

参加農家数 : 30

対象作物 : 1 5品 目

予算 : 5 万 円

参加農家数 : 50

対象作物 : 2 0品 目

② 人材マ ッ プ掲載者敬 う舌用状況

1 73人

(各地域、 学校

等で活用 )

掲載情報の更新、

生涯学習 ･ 学校数

育での活用

掲載情報の更新、

生涯学習 ･ 学校数

育での活用

② まちづ く り支援制度予算額

60万円 (地域の

元気づく り 支援

事業)

自 治会に対する助

成制度等を拡充

自 治会に対する助

成制度等を拡充

③
交流拠点 ･ 情報交換の場 ( 特に中

心市街地活性の観点による もの )
1 ~ 2 箇所

中間期で整備 した

拠点 十既存施設等

の機能拡充

( 20 1 9 )
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【 ブ□グラムの内害 1

①地域資源を渚か漸

水俣に存在する 自然環境 、 生活 、 生業を見つめ直し 、 地域資源と してその価値を認め 、

十分に活用する こ とで地域を活性化 します 。 この取 り組みは 、 環境共生型のまちづく り

であ り 、 身の回 り にある ものを有効活用する と いう観点から 、 資源循環型のまちづく り

と いえます 。

また 、 行政区 と いう既存の枠組みを単位とする r 自治会｣ 活動 、 まちづ く り 団体 ｢寄

ろ会みなまた｣ による ｢地域資源マ ッ プ｣ の作成活動を通 じて 、 地域資源の再発見が進

み 、 その後の ｢村丸ご と生活博物館｣ 制度の創設によ り 、 地域とそこに住む人たちが元

気になっ ています 。 今後 、 地域資源を活か した身の丈に合っ た環境まち づ く り 活動をさ

ら に推進します 。

鬮施 策

ヲ . 自治会を活動星盤とする行政区単位 ( 学校区単位 ) の環境まちづ く り の推進

イ . 寄ろ会みなまた等による環境まちづく り 活動の麦罐

ウ -① . 地域の環境保全と活性化を 目的 とする ｢村丸ごと生活博物館｣ の活動支援

ウ ー② . 現在山間集落のみが指定されている ｢村丸ごと生活博物館｣ の他エ リ アへの

広が り を検討

地産地消による農業振興 、 安全な食物提供 、 食育 、 農地保全と い っ た観点か

ら 藤倉食畑｣ を促進 ( 連絡協議会の設置 、 出荷品目の増加 、 食育に関する学

習会の実施 )

環境ミ ュ ージアム構想の実現 ( 国 ･ 県の補助を活用 した農 ･ 食 ･ 暮ら し等の

地域資源を活かした環墳学習ブ□グラムの構築等 )

②人材の循環と活用

水俣における地域資源には 、 人的資源も含みます 。 水俣の高齢化率は30%に達 して

いますが 、 豊かな経験 ･ 知恵 事蔓術や趣味を持っ ている人が数多 く 存在します 。

また 、 団塊世代に属する人で組織社会では定年を迎えたものの 、 様々 な能力を持っ た

人材が数多 く 存在 します 。 こ う した人たちが 、 自 らの能力を活かし地域貢献をする こ と

で 、 人的資源の循環のうね り が起こ り ます 。

世代 ･ 立場を超えた人たちが地域内で共生し 、 循環する こ とで 、 地域は元気にな り ま

す 。 ' 、

圓施 策

力 . 人材マ ッ プの整備と活用 ( 情報更改 )

等 . 環境学習ブ□グラムによ っ て育成 した人材の活用
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③^も環境も元気なまちづく り

それぞれの市民が 、 当事者と しての意識を持っ て主体的に取 り組む環境まち づ く り は 、

そのブ□セスを重視します 。 そのために 、 環境のこ と 、 暮ら しの こ と 、 まちづ く り の こ

と について 、 誰もが自由に情報交換し 、 語る こ とができる機会と場を創出 します 。

十分に検討 し 、 合意形成を図 り ながら進める環境まちづく り は 、 互いを支えあう地域

社会をつ く り ます 。

また 、 豊かな生活と環境との兼ね合いを考え 、 と きに不便さを受け入れながら 、 環境

共生型の暮ら しを築き 、 人も環境も元気なまちづ く り を進めます 。

圏施 策

ク . 人 と人 、 様々 な市民団体等の交流 ･ 情報交換の場の整備 ( その中のテーマに

環境に関する取 り組みを含む )

ケ . 様々な形での環境活動 、 環境をテーマ とする まちづく り の支援 、 顕彰

コ . 暮ら しの見つめ直し 、 不便さを楽しむこ との提案
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